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らによって観測された中性子散乱ピークのうち 200cm- 1 以上の領域では，単分子鎖について計算し
た振動数分布のピークとよく一致した。 200--600cm- 1 の領域の散乱ピークは， 骨格変角振動および







































布を計算した。ポリエチレングリコーノレ融解物の赤外吸収を調べて， トランス配置の OCHzCHzO グ
ループによる吸収帯を確認した。(第三部)口
このほかに， ポリエチレングリコーJレに関連するモデノレ分子 HO(ーCHzCH20-)pH [p=2--7] の赤
外吸収を実測するとともに，分子振動を取扱い，重合度および、末端クVレープの影響を明らかにした。
また，結晶の吸収帯列を解析し，理論計算した分散曲線の妥当であることを確めた(第四部)。さら
にエチレングリコーノレ(第五部)および P ジオキサン(第六部)についても，分子内ポテンシャルを
求めて，振動スペクトノレを解析している。
以上を要するに，松浦君の研究は，分子内ポテンシャノレに基づいて，ポリエチレングリコールおよ
び関連分子の赤外吸収，ラマン散乱，中性子散乱スペクトノレを総合して解析し，さらに不規則構造の
振動スペクト Jレを取扱う方法をも導いたものであって，理学博士の学位論文として，十分に価値があ
ると認める。
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